
ケ
ー
ス
①　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
名
乗
る
団
体
や
弁
護
士
な
ど

か
ら
、「
違
法
わ
い
せ
つ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
者
を
告
発
す

る
」
と
い
う
「
告
発
通
知
」
が
届
い
た
。

ケ
ー
ス
②　
「
注
文
を
受
け
た
健
康
食
品
を
発
送
前
に
キ

ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
の
で
、
顧
問
弁
護
士
か
ら
損
害
賠
償

請
求
す
る
」
と
脅
さ
れ
、
取
り
下
げ
費
用
と
し
て
、
宅

配
便
で
現
金
を
送
る
よ
う
要
求
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
、「
法
的
手
段
」
や
「
告
発
」
な

ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
、
取
り
下
げ
料
な
ど
を
請
求
す
る
、

架
空
請
求
の
手
口
の
一
つ
で
す
。
現
金
は
、
郵
便
法
に
よ

り
書
留
で
送
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
に
宅
配
便
で
送
っ
た
場
合
、
配
送
事
故
に
よ
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
万
が
一
、
現
金
を
送
っ
て
し
ま
う

と
、
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

　

全
国
で
振
込
詐
欺
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
被
害

件
数
は
前
年
比
5
割
、
被
害
額
は
同
7
割
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す（
今
年
上
半
期
集
計
、
警
察
庁
発
表
）。
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な
通
知
や
請
求
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

「
半
農
半
Ｘ
」
と
い
う
生
き
方

は
ん
の
う
は
ん
エ
ッ
ク
ス

〜

〜 64

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
通
じ
て
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
進
め
ま
す
。

西脇市消費生活センター
No.99　「告発通知」や「損害賠償請求」にご注意を

男女共同参画川柳コンクール
入選作品展示スケジュール

今、この時を輝いて生きる
̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

☎22-3111
（生活環境課内）

　この制度は、社会保障と税の一体
改革の一環で、消費税増収分の一部
を財源とし、質の高い幼児期の教育
・保育を一体的に提供する「認定こ
ども園」の普及改善を行うなど、子育て支援
の充実を図ります。すべての子どもに良質な
育成環境を保障し、一人ひとりの子どもが健
やかに成長することができる地域社会の実現
を目指します。

【子ども・子育て支援新制度のポイント】
１．質の高い幼児期の学校教育・保育の総合
的な提供
２．子育て相談や一時預かりの場の増設等、
地域の子育て支援の充実
３．地域の多様な保育ニーズへの対応

子ども・子育て会議を設置しました
　市では、平成25年9月に「西脇市子ども・
子育て会議条例」を制定しました。この会議
では、子育て家庭の状況やニーズを把握し、
実情を踏まえた「西脇市子ども・子育て支援
事業計画」を平成26年度中に策定します。

◆問合せ　児童福祉課（市役所内線223）

平成27年度から子ども・子育て支援
新制度がスタートします

　「東京西脇多可の会」は関東圏にお住まい
の西脇市および多可町出身者・縁故者で構成
される親睦の会で、懇親会などを通じて世代
や職種を超え交流を深めています。
　関東圏にお住まいの方や親戚、ご友人がお
られましたら、下記事務局へご連絡ください。
会の概要
　年会費2,000円／毎月広報紙を送付します。
／その他交流事業を随時開催します。
◆問合せ　秘書広報課（市役所内線206）
――――総会・懇親会を開催します――――
◆とき　平成26年１月24日（金）午後６時30
分～◆ところ　ホテル「ルポール麹町」（東京
都千代田区）

東京西脇多可の会入会者募集

 子育て家庭における子育て支援の利用状況
や利用希望などを把握し、平成27年度から
５ヵ年の計画となる「西脇市子ども・子育て
支援事業計画」の策定に役立てます。
　対象者には、11月下旬にアンケート用紙
を送付しますので、ご協力をお願いします。

̶̶ ニーズ調査を実施 ̶̶

10広報にしわき　平成25年12月号広報にしわき　平成25年12月号11

　

双
葉
小
学
校
は
、
平
成
17
年
に

体
育
館
と
音
楽
室
、
家
庭
科
室
を

改
築
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
老
朽

化
の
進
行
と
耐
震
対
策
の
観
点
か

ら
安
全
で
安
心
な
教
育
施
設
へ
の

改
善
の
た
め
校
舎
棟
を
改
築
し
、

11
月
10
日（
日
）に
竣
工
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

新
校
舎
の
特
徴

　

新
校
舎
は
平
屋
建
て
の
建
物
で
、

で
き
る
限
り
内
装
の
木
質
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

デ
ッ
キ
を
備
え
た
開
放
的
な
空
間

と
し
て
中
庭
を
全
面
芝
生
化
、
太

陽
光
発
電
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

環
境
教
育
の
向
上
・
環
境
負
荷
の

軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
校
舎
に
よ
り
目
指
す
学

校
は
、「
児
童
の
個
性
を
伸
ば
し
、

自
然
と
の
共
生
、
地
域
に
開
か
れ

た
山
の
学
校
」
で
す
。

小
規
模
特
認
校
制
度
に
つ
い
て

　

双
葉
小
学
校
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
「
西
脇
市
小
規
模
特
認
校
制

度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
で
特
に
自

然
に
恵
ま
れ
た
小
規
模
校
の
活
性

化
や
複
式
学
級
の
解
消
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
特
認
校
に
お
い
て

教
育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る

児
童
に
対
し
、
通
学
区
域
に
関
係

な
く
市
内
ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を

認
め
る
制
度
で
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
校
舎
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
「
個
に
応
じ
た
教
育

活
動
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

双
葉
小
学
校
で
は
、
次
年
度
転
入

学
を
希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
校
区
外
よ
り
通
学
す
る

児
童
に
対
し
て
は
、
学
校
着
の
通

学
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

双
葉
小
学
校
へ
の
転
入
学
の
募

集
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
第
1
期

　

12
月
2
日（
月
）〜
20
日（
金
）

○
第
2
期

　

1
月
8
日（
水
）〜
24
日（
金
）

◆
問
合
せ

▽
学
校
教
育
課

 （
市
役
所
内
線
5
3
5
･
5
2
6
）

▽
双
葉
小
学
校

　
（
☎
22‐8
1
0
6
）

　
「
半
農
半
Ｘ
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。
農
の
あ
る
暮
ら
し
を
し
な
が

ら
、
残
り
の
半
分
は
好
き
な
こ
と

や
仕
事
を
す
る
生
活
の
こ
と
で
す
。

「
半
農
半
ラ
イ
タ
ー
」
や
「
半
農

半
歌
手
」、
淡
路
島
に
は「
半
農

半
芸（
術
家
）」
を
目
指
し
た
新
規

就
農
者
が
い
ま
す
。

　

半
農
半
Ｘ
の
提
唱
者
、
京
都
府

綾
部
市
の
塩
見
直
紀
さ
ん
は
脱
サ

ラ
し
、
田
畑
を
耕
し
つ
つ
著
作
活

動
や
国
内
外
で
講
演
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。「
農
の
部
分
で
は
、

自
分
と
家
族
が
食
べ
ら
れ
る
だ
け

の
食
が
あ
れ
ば
い
い
。
必
要
な
も

の
を
満
た
す
小
さ
な
暮
ら
し
を
し
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
積
極
的
に
社

会
に
関
わ
る
、
そ
ん
な
生
き
方
・

考
え
方
を
意
味
し
て
い
ま
す
。」

　

こ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
自

ら
栽
培
し
た
安
心
で
き
る
食
材
の

入
手
と
個
性
を
生
か
し
た
仕
事
と

の
両
立
や
、
み
ん
な
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
社
会
的
な
貢
献
と
い
う
思

想
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
収
入
が
少
な
く
て
も
心
豊
か
な

暮
ら
し
を
し
た
い
」
と
い
う
国
内

だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
共
感
を

集
め
、
特
に
20
代
〜
40
代
が
関
心

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
以
外
で
も
市
民
農
園
や
農

家
の
お
手
伝
い
な
ど
を
介
し
て
自

給
的
な
農
を
生
活
に
取
り
入
れ
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
好
き
な
こ
と

を
し
な
が
ら
生
活
を
組
み
立
て
た

い
方
、
得
意
な
こ
と
を
社
会
に
役

立
て
た
い
方
、
定
年
後
の
新
し
い

生
活
を
考
え
て
い
る
方
。
い
き
い

き
し
た
暮
ら
し
に
「
半
農
半
Ｘ
」

と
い
う
生
き
方
は
い
か
が
で
す
か
。

地域の皆さんとともに校舎棟の改築をお祝い

双
葉
小
学
校・幼
稚
園
校
舎
棟
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

第
10
回（
最
終
回
）男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

川
柳
で
も
っ
と 

す
て
き
に〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞五・七・五

　

男
女
が
と
も
に
輝
い
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
し
て
、「
暮
ら
し

の
中
の〝
女
と
男
〞」
を
テ
ー
マ
に

男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
。
応
募
数
は
過
去
最
多
で
、

一
般
の
部
2
7
0
句（
1
4
5
名
）、

小
学
6
年
生
の
部
3
5
0
句
（
2

3
0
名
）
で
し
た
。

　

今
回
は
、
最
終
回
と
い
う
こ
と

〔
一
般
の
部
（
敬
称
略
）〕

特　
　

選　
　

共
に
行
く
互
い
の
歩
幅
思
い
や
り（
種
田
淑
子
／
明
石
市
）

準
特
選　
　

歳
重
ね
二
人
で
語
る
夢
が
あ
る（
丸
山
正
人
／
加
東
市
）

　

〃　　
　
　

稲
穂
刈
る
機
上
の
妻
へ
茶
を
す
す
め（
笹
原
浩
／
多
可
町
）

パ
ー
ト
ナ
ー
賞　

赤
い
糸
ほ
ど
よ
く
結
び
五
十
年（
藤
井
照
夫
／
西
脇
市
）

明
日
へ
の
一
歩
賞　

垣
根
越
え
自
分
ら
し
さ
が
歩
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
梶
政
幸
／
千
葉
県
長
生
郡
白
子
町
）

〔
小
学
６
年
生
の
部
（
敬
称
略
）〕

特　
　

選　
　
「
大
丈
夫
？
」男
女
問
わ
ず
に
さ
し
出
す
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
斎
藤
美
来
／
重
春
小
）

準
特
選　
　

お
と
こ
の
こ
お
ま
ま
ご
と
し
て
い
い
ん
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森
脇
那
萌
／
桜
丘
小
）

　

〃　　
　
　

人
間
は
十
人
十
色
お
も
し
ろ
い（
長
井
一
真
／
重
春
小
）

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
込
め
て

新
た
な
賞
―
「
明
日
へ
の
一
歩

賞
」
を
加
え
、
厳
正
な
審
査
を
経

て
次
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ひ
と
へ
の
思

い
や
り
に
満
ち
た
豊
か
な
関
係
を

大
切
に
し
、
男
女
が
と
も
に
輝
い

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　

市
内
全
域
か
ら
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
小
規
模
特
認

校
・
双
葉
小
学
校
の
校
舎
等
を
改
築
し
ま
し
た
の
で
、
新

校
舎
の
特
徴
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
特
認
校

制
度
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
双

葉
小
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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・12/４（水）～12/10（火）
　西脇市役所１階ロビー
※人権週間に合わせて掲示し
　ます。
・12/11（水）～12/20（金）
　西脇市生涯学習まちづくり
　センター（マナビータ・プ
　ラザ）１階ロビー
・12/21（土）～１/10（金）
　北はりま旬菜館
・１/11（土）～１/31（金）
　総合市民センターロビー
・２/１（土）～２/15（土）
　旧来住家住宅（蔵）
・２/19（水）～３/７（金）
　黒田庄地区コミュニティセ
　ンター
◆問合せ
　生涯学習課（☎22-5996）

ひ
と

ひ
と


